
（
８
面
か
ら
）

況
及
び
今
後
の
見
通
し
は
。

下
水
道
課
長

整
備
困
難

地
の
対
象
戸
数
と
し
て
は
、

市
内
全
域
で
事
業
所
を
含
め
、

１
０
０
件
足
ら
ず
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
平
成

年
度
で

約

戸
を
対
象
に
、
下
水
道

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
平

成

年
度
末
ま
で
に
は
、
す

べ
て
整
備
を
終
え
て
い
き
た

い
。

平
成

年
度

の
ス
テ
ッ
プ
１
を
認
証
取
得

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ス
テ
ッ
プ
２
を
取
得
さ
れ
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

環
境
課
長

ス
テ
ッ
プ
２

へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
本

年
度

公
共
施
設
で
ス
テ
ッ

プ
１
を
取
得
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
、
す
べ
て

を
ス
テ
ッ
プ
２
に
格
上
げ
す

る
形
で
取
得
予
定
で
あ
る
。

不
況
対
策
と
し
て
、

財
源
的
に
単
費
も
含
め
て
、

住
宅
改
修
助
成
の
復
活
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
が
、
緊
急

対
策
と
し
て
の
市
の
認
識
は

ど
う
か
。

副
市
長

有
効
な
景
気
対

策
の
一
つ
と
い
う
認
識
は
持

っ
て
い
る
。
大
い
に
議
論
は

し
て
い
き
た
い
。
議
論
す
る

な
ら
ば
、
来
年
当
初
の
議
論

と
考
え
て
い
る
。

水
道
老
朽
管
の
更
新

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
。水

道
部
副
部
長

新
田
辺

西
住
宅
で
、
石
綿
管
の
更
新

工
事
を
、
平
成

年
度
か
ら

平
成

年
度
ま
で
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
河
原
の
府

営
住
宅
で
、
引
き
続
き
同
更

新
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

がんばる農家緊急支援事業
で購入された米乾燥機

不
登
校
の
児
童
・
生

徒
を
学
校
に
通
え
る
よ
う
に

す
る
の
が
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
の

長
期
的
な
展
望
だ
が
現
状
は
。

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
へ
継
続

し
て
出
席
で
き
て
い
な
い
児

童
・
生
徒
も
お
り
、
学
校
生

活
と
同
じ
よ
う
に
規
則
正
し

い
生
活
や
学
習
習
慣
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
学
校
に
戻
れ
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

有
料
公
園
使
用
者
へ

の
貸
出
用
に
、

を
２

台
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
貸

出
の
状
況
は
。

田
辺
中
央
体
育
館
長

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
野
球
や
サ

ッ
カ
ー
で
土
日
に
使
用
さ
れ

る
頻
度
が
多
く
、
申
し
込
み

が
増
え
て
い
る
。
な
お
、
土

日
の
使
用
率
は
、
１
０
０
％

に
近
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
幼
稚
園
児

の
数
が
減
り
続
け
る
と
、
幼

稚
園
の
定
員
の
約

％
ぐ
ら

い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
保
育

所
の
代
わ
り
に
就
労
し
て
い

る
方
の
預
か
り
保
育
を
実
施

す
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

耐震補強された校舎を視察
（田辺東小学校）

に
応
じ
て
幼
稚
園
を
有
効
に

生
か
す
仕
組
み
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
部
長

幼
保
一
元
化

の
取
り
組
み
が
必
要
な
時
代

が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
は
あ
る
。
保
健

福
祉
部
と
も
十
分
協
議
し
、

ま
ず
、
本
市
で
の
あ
り
方
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

田
辺
公
園
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
制
度
に
お
い
て
、

財
政
的
な
経
費
の
節
減
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
面
で

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

の
か
。

社
会
体
育
課
長

経
費
節

減
の
点
で
は
、
２
０
０
０
万

円
近
く
の
効
果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
点
で
は
、
各
種
水
泳
教
室

の
充
実
や
職
員
の
接
遇
が
よ

く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

中
学
校
で
の
運
動
部

活
動
に
つ
い
て
、
外
部
指
導

者
に
協
力
を
求
め
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
と
な
る
積
極
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
で
き

な
い
か
。

教
育
指
導
監

府
の
地
域

ス
ポ
ー
ツ
人
材
活
用
実
践
支

援
事
業
で
、
田
辺
中
学
校
と

培
良
中
学
校
に
お
い
て
３
名

の
外
部
人
材
を
活
用
し
て
い

る
。
今
後
も
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
外
部
人

材
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後

の
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

行
財
政
改
革
を
進
め
る
こ
と
。

職
員
定
数
の
削
減
は
既
に
限

界
。
市
民
福
祉
の
向
上
と
市

民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、

各
部
間
の
連
携
に
さ
ら
な
る

工
夫
を
。
大
住
工
業
専
用
地

域
の
拡
大
は
、
雇
用
促
進
、

地
域
の
活
性
化
、
税
収
の
確

保
に
繋
が
る
。
積
極
的
な
支

援
を
。
公
約
で
あ
る
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
。

行
政
改
革
３
年
目
で
非
正

規
職
員
が

・
５
％
、
２
人

に
１
人
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
民
間
委
託
化
、
各
種
使

用
料
金
の
見
直
し
で
市
民
負

担
が
増
え
て
は
大
変
で
あ
る
。

不
況
対
策
等
市
民
の
く
ら

し
を
応
援
す
る
た
め
、

都

市
計
画
税
率
引
き
下
げ

住

宅
改
修
助
成
制
度

府
営
水

道
料
金
値
上
げ
せ
ず

北
部

保
育
所
建
設

大
日
本
印
刷

工
場
建
設
問
題
等
取
り
組
め
。

緑
政
会

緑
政
会

歳
入
が
落
ち
込
む
中
、
社

会
保
障
関
係
費
の
増
大
に
か

か
わ
ら
ず
、
学
校
耐
震
化
工

事
を
は
じ
め
、
安
心
安
全
を

守
る
事
業
に
予
算
を
投
入
し
、

実
質
収
支
が
黒
字
に
な
っ
た

こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
、

地
方
行
政
の
役
割
・
責
任
が

大
き
く
な
る
中
、
よ
り
経
営

的
視
点
に
立
ち
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
が
希

望
を
持
て
る
市
政
の
舵
取
り

を
期
待
す
る
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が

国
か
ら
一
方
的
に
執
行
停
止

さ
れ
た
。
市
と
し
て
も
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
、

早
期
に
お
わ
び
す
べ
き
。

税
の
収
納
率
向
上
に
、
休

日
開
庁
や
窓
口
の
時
間
延
長

等
、
さ
ら
な
る
努
力
を
。

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
太

陽
光
発
電
の
設
置
に
市
独
自

の
補
助
を
。
市
主
催
の
講
演

会
等
の
集
客
率
向
上
に
積
極

的
取
り
組
み
を
。

変
化
の
時
代
こ
そ
人
を
育

て
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。
積
極
的

な
人
材
確
保
を
。
園
児
数
が

減
少
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園

の
積
極
的
活
用
を
。
生
活
保

護
件
数
が
急
増
し
て
い
る
が
、

市
全
体
で
対
策
の
強
化
を
。

下
水
道
は
維
持
管
理
の
時
代

と
な
る
。
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
の
軽
減
に
つ
い

て
府
と
協
議
を
。
学
校
給
食

の
民
間
委
託
は
今
よ
り
経
費

増
と
な
る
。
撤
回
す
べ
き
だ
。

行
財
政
改
革
を
推
進
さ
れ

て
お
り
、
平
成

年
度
は
良

い
決
算
で
あ
っ
た
が
、
財
政

的
に
は
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
り
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ

る
。
監
査
委
員
の
指
摘
事
項

に
も
あ
る
よ
う
に
歳
出
総
額

か
ら
公
債
の
償
還
の
割
合
が

ま
だ
依
然
高
い
と
い
う
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
今
後
、
将

来
を
見
据
え
て
次
の
世
代
に

ツ
ケ
を
残
さ
な
い
と
い
う
適

正
な
運
用
を
求
め
た
い
。

共
産
党

共
産
党

一
新
会

一
新
会

公
明
党

公
明
党

民
主
党

民
主
党

新
栄
会

新
栄
会

総総

務務

補補
正正
予予
算算

文文

教教

福福

祉祉
建建

設設

経経

済済

補補
正正
予予
算算

補補
正正
予予
算算

年（平成 年） 月 日


